












不在を経て、老いた物乞いに姿 変じて故国に 還した英雄が、言い寄る男たちが傍若無人の振 舞いをす 中、主人なき館を守っ きた妻ペネロペイアと再会 だり正体を隠したまま妻と対面する英雄は偽りの身 上話をし、対話を重ねるペネロペイアのほうはやがて、弓競技を催してその勝者と再婚するつもりであると明かす。詩人は二人





エチオピアの王女アンドロメダが海の怪獣の餌食にされるところを英雄ペルセウスが救うお話。悲嘆にくれ 王女の両親に、英雄は、もし王女を救う と でき なら彼女を妻としてもらい受けたいと申し る 両親はこ 条件 受け入れたと詩人は語るのだが、そこで「実のところ こん
なとき誰か躊躇する者があろうか」 口をさしはさむ。るいは、バッコス神をお腹に宿したセメレが命を落としたときに、胎児が父ゼウスの太腿に縫い込まれて時満ちるまで守られたと話すときにも、詩人は「もしそれが信ずるに値することならば」と付け加えて、言い伝えの疑わしさを暗に示しさえする。オウィディ 語りでは他にも様々な仕方で詩人自身の声が物語に押し入ってくるために、常に語り手の存在を意識させられることにな 。素直に物語に没入したい人にとっては邪魔かもしれないが、詩人はうはさせない。語り手との対話をも楽しめる読み手となしかないようである。
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文献案内ヘシオドス『神統記』廣川洋一訳、岩波文庫、一九八四年ホメロス『オデュッセイア』上・下、松平千秋訳、岩波文庫、一九九四年オウィディウス『変身物語 上・下、中村善也訳、岩波文庫、一九八一︲
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